
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 令和３年８月１５日発行 

生活支援体制整備事業 大雄支えあいネット通信 

「 広めよう心のネットワーク 」 

 

 

 

 

 

 

第７号 

 新型コロナウイルス感染拡大により、多くのイベントや地域行事等が 

中止を余儀なくされ、地域の福祉活動にも大きな影響がでています。 

このような中で、ご近所同士でお茶っこ飲みをしているとの情報があ

り、お伺いしたところ、玄関まで楽しい会話や笑い声が届いてきました。 

また、日常の不便な事をお互いが助け合いながら生活しているとの 

お話を聴き、ほっこりと暖かな気持ちになりました。 

 ここは小さな小さな居場所となっており、昔ながらのお互い様の支え 

あいが続いていることに安堵する思いがしました。 

 今後も「かだってたんせ」を通じて、いろいろな形のつながりや居場

所、地域の情報発信をしていきます。地域のみなさまにも、集いや支え 

あい活動のご紹介、情報提供をお願いいたします。 

◎大雄支えあいネット（事務局） 

  横手市社会福祉協議会 大雄福祉センター内 電話：５２－３３１１ 

◎横手市まちづくり推進部 大雄市民サービス課 電話：５２－３９０５ 

 

 

地域の交流事業を応援します！（大雄地区福祉協力員会） 

 
◎内容は？ 

町内会や集落等で行う福祉活動費の一部を助成します。 

例） 

・健康づくりためスマイルボウリングの練習会を開催！ 

・いきいきサロンはできないけど、お茶っこ飲み会を 

やってみたい！ 

・夏休みに子供たちの交流会を開催したい！ 

・夏祭りの活動費の一部に使いたい！ 

・町内独自の敬老会を開催したい！ 

◎助成金は？ 

年度内に 
１地区、１回まで 
１０，０００円以内 
です。 

◎申請方法は？ 

事業の実施２週間前ま
でに申請書の提出が
必要です。 

かだってたんせ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東西桜森いきいきサロン（６月１４日開催） 

 

おもいやり生き生きサロン（５月１３日開催） 

 

乗阿気地区グラウンドゴルフ大会（６月１３日開催） 

 

 槻の木団地には町内会館がないので、ふれ

あいホールや大雄地域福祉センターを会場に

サロンを開催しています。今回は、血圧測定、

軽体操の後、お弁当とお茶で「お花見会」を開

催し、トランプなどのゲームを楽しみました。 

 ７月からは、横手市の「地域リハビリテーシ

ョン活動支援事業」により、全３回の予定で

個々に合ったトレーニングを行います。 

 みなさん、毎回楽しみに参加しています。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症によ

り、サロンは１回だけの開催でした。 

久々の開催となった、今回は地区交流セン

ターの出前講座を活用し「笑いヨガ」の先生

に来ていただきました。 

声を出すことや体を動かすことの大切さ、

また、健康にはかかす事のできない笑うこ 

との大切さを教えて頂きました。 

手をたたいて喜びを表現する動作はとて

も楽しかったです。 

 集落の親睦と体力向上を図ることを目的

に、田根森地区農村運動広場グラウンドゴル

フ場を会場に集落のグラウンドゴルフ大会を

開催しました。参加者１８名が、賞品獲得に

真剣な中にも珍プレーで、笑ったり、和気  

あいあいと楽しみました。 

 今後は継続して開催するため、福祉協力員

会の福祉活動応援事業を活用する予定です。 

いきいきサロンなどの活動は、新型コロナウイルス感染防止対策を十分に行い開催しています。

す。 


